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５
月
１
日
「
労
働
者
の
祭
典
」
に
８
０
０
名
参
加

第
９
０
回
メ
ー
デ
ー
高
知
県
中
央
集
会
を
開
催

　
５
月
１
日
、
高
知
市
の
中
央
公
園
に
お
い
て
、
第
９
０
回
メ
ー
デ
ー
高
知
県
中
央

集
会
が
開
催
さ
れ
、
高
知
県
労
連
加
盟
組
織
を
中
心
に
約
８
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
集
会
で
は
、「
８
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
」
と
「
安
倍
政
権
か

ら
の
転
換
」を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

中央郵便局前での様子

 

あ
い
に
く
の
雨
も
８
０
０
名
参
加

　 

「
働
く
も
の
と
県
民
の
団
結
で
生
活

と
権
利
を
守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
、

中
立
の
日
本
と
住
み
よ
い
高
知
を
め
ざ

そ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
た

メ
ー
デ
ー
高
知
県
中
央
集
会
は
、
あ
い

に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
８
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
元
号
改
正
や
天

皇
の
代
替
わ
り
の
日
や
１
０
連
休
中
の

開
催
と
な
り
参
加
者
の
減
少
が
予
想
さ

れ
ま
し
た
が
、
平
日
は
参
加
で
き
な
い
労

働
者
の
参
加
も
あ
り
、
集
会
は
盛
会
と

な
り
ま
し
た
。

筒
井
委
員
長
の
発
言

　
主
催
者
挨
拶
は
、
県
労
連
筒
井
委
員

長
が
行
い
、「
４
月
か
ら
働
き
方
改
革
関

連
法
が
段
階
的
に
施
行
さ
れ
る
が
、
改

め
て
働
き
方
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
長
時
間

労
働
の
是
正
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
８

時
間
働
け
ば
帰
れ
る
、
暮
ら
せ
る
社

会
、
働
き
が
い
を
持
っ
て
健
康
で
働
け
る

職
場
を
め
ざ
そ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
最
低
賃
金
の
全
国
一
律
の
実

現
、
消
費
税
増
税
反
対
を
訴
え
、
最
後

に
「
今
年
は
選
挙
の
年
。
本
気
の
共
闘

　
四
国
の
経
済
界
は
「
四

国
へ新
幹
線
導
入
を
」
と

各
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

く
な
ど
の
運
動
を
盛
ん
に

針路

副知事要請の様子

行
っ
て
い
る
。
た
だ
、
四
国
に
新
幹
線
を

通
し
て
本
当
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
は
疑

問
だ
▲
今
年
３
月
、
Ｊ
Ｒ
四
国
は
瀬
戸

大
橋
線
以
外
は
全
て
が
赤
字
で
あ
る
と

し
、
線
路
の
維
持
が
困
難
で
あ
る
こ
と

を
発
表
し
た
。
四
国
は
少
子
高
齢
化
率

が
高
く
、
人
口
減
と
と
も
に
運
賃
収
入

減
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
▲
さ
ら
に
、

２
０
１
７
年
６
月
に
四
国
運
輸
局
は
、
Ｊ

Ｒ
四
国
の
２
０
４
０
年
度
利
用
者
数
が
、

全
９
路
線
で
減
る
見
込
み
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
四
国
の
決
算
は
、
大
半
が
経

営
安
定
基
金
運
用
収
益
に
依
存
し
て
い

る
▲
国
土
交
通
省
は
、
２
０
１
８
年
３

月
「
国
鉄
改
革
の
趣
旨
を
踏
ま
え
Ｊ
Ｒ

四
国
の
完
全
民
営
化
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
と
と
も
に
、
鉄
道
輸
送
サ
ー
ビ

ス
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
」と

し
て
こ
の
間
の
３
０
年
を
検
証
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
は
、
こ
れ
ま
で
上
場
可
能
と

な
る
よ
う
な
安
定
的
な
利
益
を
計
上
出

来
る
段
階
に
至
っ
て
ず
、
こ
れ
か
ら
も

完
全
民
営
化
が
実
現
出
来
る
こ
と
は
到

底
考
え
ら
れ
な
い
▲
今
こ
そ
、
四
国
に

新
幹
線
で
な
く
、
四
国
の
住
民
本
位
の

鉄
道
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
も
国
の
さ

ら
な
る
支
援
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関

と
し
て
残
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

（橋
）

を
実
現
で
き
れ
ば
成
果
は
得
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
南
国
市
選
挙
区
で
野
党

共
同
候
補
が
当
選
し
た
こ
と
で
明
ら
か

に
な
っ
た
。
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
、

私
た
ち
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め
の
政

治
勢
力
を
し
っ
か
り
伸
ば
す
こ
と
、
そ

の
た
め
に
も
労
働
組
合
と
し
て
で
き
る
政

治
活
動
、
選
挙
活
動
、
ま
た
個
人
の
政

治
活
動
の
権
利
を
生
か
し
た
取
り
組
み

を
旺
盛
に
展
開
し
よ
う
。
」
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
発
言

　
参
加
者
か
ら
の
発
言
で
は
、
こ
う
ち

生
協
労
組
の
清
水
氏
か
ら
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

に
こ
だ
わ
っ
た
格
差
是
正
の
取
り
組
み
、

高
知
自
治
労
連
の
吉
田
氏
か
ら
自
治
体

間
格
差
是
正
の
た
め
に
も
最
低
賃
金
引

き
上
げ
と
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制
度

の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
県
教

組
か
ら
は
働
き
方
改
革
実
現
の
為
に
も

教
員
を
増
員
さ
せ
る
取
り
組
み
、
高
知

県
商
工
団
体
連
合
会
の
東
谷
氏
か
ら
消

費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ
に
つ
い
て
の
訴
え
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
基

本
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
は
、
新

婦
人
の
大
平
氏
が
提
案
し
、
満
場
の
拍

手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
集
会
後
は
、
セ
ン
タ
ー
合
唱
団
の
歌
に

見
送
ら
れ
な
が
ら
、
商
店
街
と
電
車

通
り
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。
デ
モ
中

に
は
、
風
船
と
こ
い
の
ぼ
り
を
配
布
し

ま
し
た
。

各
界
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
る

　
メ
ー
デ
ー
集
会
に
対
し
て
は
、
高
知

県
知
事
、
高
知
市
長
、
衆
議
院
議
員

の
広
田
一
氏
、
参
議
院
議
員
の
仁
比
聡

平
氏
、
立
憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党
、

社
民
党
な
ど
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
デ
モ
行
進
終
了
後
は
、
高
知
城
ホ
ー

ル
に
て
大
交
流
会
を
開
催
し
、
例
年
よ

り
も
多
い
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
が
あ

り
、
大
い
に
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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主権者としての選択～安倍政権を振り返る①～
情
勢

　 

安
倍
政
権
は
、
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
元

号
改
正
の
機
運
を
利
用
し
、

「
新
し
い
時
代
に
新
し
い
憲
法

を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
憲
法

改
正
と
い
う
国
民
に
と
っ
て

大
変
重
要
な
事
柄
を
数
の

力
で
強
行
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
安
倍
首
相
は
、
２
０
１
９

年
１
０
月
の
消
費
税
１
０
％

への
引
き
上
げ
を
表
明
し
て

い
ま
す
が
、
国
民
生
活
が
一

向
に
上
向
か
な
い
こ
と
を
逆

手
に
取
っ
て
、
「
消
費
税
増

税
延
期
の
信
を
問
う
」
と

衆
参
同
時
選
挙
も
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
。
野
党
統
一

候
補
の
擁
立
が
進
む
前
に
衆

参
同
時
選
挙
に
打
っ
て
出
る

こ
と
で
議
席
を
確
保
し
、
憲

法
改
正
への
動
き
を
加
速
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
野

党
の
了
解
も
な
く
開
い
た
憲

法
審
査
会
に
も
、
そ
の
狙
い

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

　 

２
０
１
９
年
は「
選
挙
の
年
」
で
す
。
す
で
に
前
半
の
統
一
地
方
選
挙

が
実
施
さ
れ
、
７
月
末
に
は
参
議
院
選
挙
、
１
１
月
に
は
高
知
市
長
選

挙
と
高
知
県
知
事
選
挙
が
控
え
て
い
ま
す
。
投
票
行
動
は
最
も
身
近
な

政
治
活
動
で
あ
る
と
と
も
に
、
主
権
者
と
し
て
の
意
思
表
明
の
場
で
す
。

今
の
政
治
を
振
り
返
り
、
私
た
ち
の
要
求
と
の
比
較
で
政
治
選
択
の
基

準
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

安
倍
政
権
の
７
年

　
２
０
１
２
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
２
次

安
倍
政
権
は
、
第
１
次
安
倍
内
閣
の
失

敗
に
学
び
、
憲
法
改
正
の
ト
ー
ン
を
隠

し
な
が
ら
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
「
経
済
政

策
」
を
前
面
に
打
ち
出
し
、
支
持
率
を

得
て
き
ま
し
た
。
そ
の
支
持
率
を
背
景

に
、
国
家
権
力
や
軍
事
力
を
強
化
す

る
法
案
を
数
々
と
強
行
し
、
憲
法
改
正

への
足
掛
か
り
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
う
幻
想

　
第
２
次
安
倍
内
閣
が
最
初
に
取
り
組

ん
だ
の
は
、「
経
済
政
策
」
で
す
。
自
ら

の
名
前
を
冠
し
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の「
３
本
の

矢
」
は
、
①
大
胆
な
金
融
政
策
、
②
機

動
的
な
財
政
政
策
、
③
民
間
投
資
を

喚
起
す
る
成
長
戦
力
、
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
①
希
望
を
生
み
出
す
強
い

経
済
、
②
夢
を
紡
ぐ
子
育
て
支
援
、
③

安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
、
と
い
う

「
新
３
本
の
矢
」
を
打
ち
出
し
、
景
気
回

復
の
雰
囲
気
づ
く
り
を
官
民
総
動
員
で

創
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
の
幹

部
と
食
事
会
を
行
い
、
情
報
への
対
策

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果

　
左
の
図
で
わ
か
る
通
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
よ
っ
て
、
富
裕
層
や
大
企
業
が
劇

的
に
潤
っ
た
反
面
、
そ
の
恩
恵
は
ま
っ
た

く
労
働
者
や
庶
民
へい
き
わ
た
っ
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安

倍
首
相
が
盛
ん
に
吹
聴
し
て
い
た「
ト
リ

ク
ル
ダ
ウ
ン
（大
企
業
が
儲
か
れ
ば
そ
の

利
潤
が
し
た
た
り
落
ち
て
、
中
小
企
業

や
地
域
が
潤
う
）」
は
ま
っ
た
く
起
き

ず
、
格
差
と
貧
困
が
さ
ら
に
拡
大
し
て

い
る
の
が
実
態
で
す
。

アベノミクス「３本の矢」の成果

国
民
１
人
あ
た
り
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

　
　
　                 

労
働
分
配
率

          

家
計
消
費
支
出

（実
質
）

                          

実
質
賃
金

                          

文
教
予
算

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
労
働
者
数

非
正
規
雇
用
の
比
率

非
正
規
労
働
者
数

軍
事
費

大
企
業
の
内
部
留
保

過
労
自
殺
・
精
神
疾
患

（労
災
請
求
件
数
）

貯
蓄
ゼ
ロ
世
帯
数

富
裕
層

（資
産
１
億
円
以
上
）
の
金
融
資
産

大
企
業
の
配
当
金

役
員
報
酬
１
億
円
以
上
の
人
数

大
企
業
の
経
常
利
益

自
民
党
へ
の
企
業
・
団
体
献
金

大
企
業
の
役
員
報
酬
額

（報
酬
１
億
円
以
上
）

富
裕
層
上
位
４
０
人
の
金
融
資
産

３
本
の
矢
の
正
体

　
安
倍
政
権
が
進
め
て
き
た
「
３
本
の

矢
」
の
正
体
を
明
ら
か
す
れ
ば
、
安
倍

政
権
が
誰
に
向
け
た
政
治
を
推
し
進
め

て
い
る
の
か
が
分
か
り
ま
す
。

①
大
胆
な
金
融
政
策

　
日
本
銀
行
が
株
を
大
量
に
購
入
す
る

こ
と
で
株
価
を
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
に
よ
っ
て
、
企
業
の

設
備
投
資
を
喚
起
し
、
２
％
の
イ
ン
フ

レ
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
株
価
は
２
０
１

２
年
の
倍
近
い
２
万
円
台
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
は
、

株
を
保
有
す
る
株
主
に
限
ら
れ
て
お

り
、
私
た
ち
庶
民
に
は
そ
の
恩
恵
ど
こ

ろ
か
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
物
価
上
昇
が
大

き
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

②
機
動
的
な
財
政
政
策

　
民
主
党
政
権
時
代
の「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
人
へ」と
は
逆
行
す
る「
大
規
模
公

共
事
業
」
の
復
活
を
指
し
ま
す
。
公
共

事
業
を
増
や
す
こ
と
で
、
自
民
党
の
支

持
基
盤
で
あ
る
ゼ
ネ
コ
ン
は
大
き
な
利
益

を
上
げ
、
そ
の
利
益
は
自
民
党
への
企

業
・
団
体
献
金
へと
な
っ
て
い
ま
す
。

③
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
力

　
民
間
への
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
指
し
ま

す
。
今
ま
で
公
的
な
機
関
が
に
な
っ
て

い
た
事
業
を
民
間
へ移
管
す
る
こ
と
で
、

企
業
を
儲
け
さ
せ
る
狙
い
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
民
間
に
移
管
す
る
こ
と

で
、
労
働
者
の
賃
金
の
低
下
が
進
み
、

公
的
な
事
業
の
安
心
・安
全
が
脅
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

２０１２年を１００とした場合の

２０１６年および直近データの指数
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軍
事
力
強
化
か
ら
見
え
る
も
の

　
安
倍
政
権
は
、
「
史
上
最
も
高
額
な

兵
器
シ
ス
テ
ム
」と
言
わ
れ
る
米
軍
の
最

新
鋭
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
の
Ｆ
３
５
を
１
４
７

機
購
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

機
体
の
購
入
費
と
維
持
費
の
総
額
は

６
・
２
兆
円
を
超
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
上
配
備
型
迎
撃
シ
ス
テ
ム

「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
に
も
総
額
６
０

０
０
億
円
以
上
を
か
け
て
配
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
当
初
の
３
倍
近
い

費
用
が
か
か
る
こ
と
も
判
明
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
、
自
衛
隊
の
護
衛
艦

「
い
ず
も
」
の
空
母
化
な
ど
、「
専
守
防

衛
」を
大
き
く
上
回
る
軍
事
力
の
強
化

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
背
景
の
１
つ
に
は
、
自
国
の
軍
事

費
を
削
減
し
、
日
本
な
ど
の
同
盟
国
に

負
担
を
押
し
付
け
る
と
と
も
に
、
ア
メ

リ
カ
の
軍
事
シ
ス
テ
ム
を
言
い
値
で
買
い
取

る
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
日
本
政
府
の
姿

勢
が
あ
り
ま
す
。
２
つ
目
に
は
、
憲
法

９
条
を
改
正
し
、
自
衛
隊
を
軍
隊
に
し

た
い
安
倍
首
相
の
悲
願
を
受
け
、
軍
事

力
を
強
化
し
て
い
る
日
本
政
府
の
姿
勢

で
す
。

国
家
権
力
の
強
化
の
先
に

　
安
倍
政
権
発
足
後
、
警
察
な
ど
の
国

家
権
力
の
強
化
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
２
０
１
４
年
に
は
、
政
府
に

と
っ
て
都
合
の
悪
い
情
報
を
非
公
開
と

す
る
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
が
施
行
さ

れ
、
２
０
１
６
年
に
は
、
通
信
傍
受
法

の
改
正
に
よ
る
通
信
傍
受
の
対
象
拡
大

日
本
の
軍
事
化
を
進
め
る
安
倍
政
権

安
倍
政
権
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、「
日
本
の
軍
事
化
」
で
す
。
安
倍
政
権
発
足
後

の
動
き
を
見
れ
ば
、「
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
」の
が
目
的
で
は
な
く
、
他
国

に
攻
め
る
こ
と
が
で
き
る
日
本
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

す
。

憲
法
改
正
で
戦
争
す
る
国
を
め
ざ
す

が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
２

０
１
７
年
に
は
、
戦
前
の
共
謀
罪
と
も

言
わ
れ
る「
テ
ロ
等
準
備
罪
」が
強
行
成

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
の
法
律
も
、
警
察
な
ど
の
国
家
権

力
を
強
化
す
る
も
の
で
、
見
ら
れ
た
く

な
い
情
報
を
隠
し
、
国
民
への
監
視
を

強
め
る
も
の
で
す
。
戦
前
の
日
本
に

も
、
隣
組
や
共
謀
罪
と
い
っ
た
政
府
の

政
策
に
反
対
す
る
も
の
を
監
視
し
取
り

締
ま
る
制
度
が
作
ら
れ
、
多
く
の
反
戦

活
動
家
が
投
獄
さ
れ
命
を
奪
わ
れ
て
い

ま
す
。

集
団
的
自
衛
権
容
認
を
強
行

　
安
倍
政
権
下
で
行
わ
れ
た
最
大
の
軍

事
力

・
国
家
権
力
強

化
は
、「
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
容
認
」
で

す
。
現
行
の
憲
法
９
条

の
下
で
は
、
「
専
守
防

衛
」
が
原
則
で
、
政
府

も
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
は
憲
法
違
反
と
い

う
姿
勢
を
貫
い
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
安
倍
政
権

は
こ
の「
専
守
防
衛
」の

原
則
を
捨
て
、
憲
法

違
反
の
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
を
容
認
す
る

「
安
保
関
連
法
」
を
強

行
採
決
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
日
本
は
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
同
盟
国

生活保護の生活扶助費削減
生活保護の冬季加算削減
診療報酬の削減
介護報酬の削減
後期高齢者医療の保険料値上げなど

▲1兆5900億円

予算編成過程での自然増カット （国費） 2013年度～2018年度

「特例水準解消」
「マクロ経済スライド」
物価変動を踏まえての減

医療 70～74歳まで2割負担
一定所得以上に2割負担導入
施設の住居費・食費負担増

▲2兆2950億円

年金

介護

法改悪などによるカット （給付費） 2013年～ 2018年

と
一
緒
に
、
集
団
的
自
衛
権
を
盾
に

地
球
の
裏
側
ま
で
戦
争
を
仕
掛
け
ら
れ

る
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。

軍
事
力
強
化
で
社
会
保
障
が
削
減

　
安
倍
政
権
は
、
軍
事
力
の
強
化
に
予

算
を
つ
ぎ
込
む
一
方
で
、
社
会
保
障
の

削
減
と
国
民
への
負
担
増
を
押
し
付
け

て
い
ま
す
。
第
２
次
安
倍
政
権
発
足
後

の
６
年
間
で
、
社
会
保
障
費
が
少
な
く

と
も
３
兆
８
８
５
０
億
円
削
減
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
限

定
的
と
な
っ
て
い
る
高
校
授
業
料
の
無

償
化
や
保
育
料
の
無
償
化
も
、
現
在

の
過
剰
な
軍
事
費
を
削
れ
ば
実
現
可

能
な
政
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
ハ

ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル[

高

知
県
労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し
て
い

ま
す]

）
締
め
切
り
は
６
月
８

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

クロスワードパズル 当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
２
０
号
の
答
え
は
「
テ
ン
ト

ウ
ム
シ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以

下
の
方
で
す
。

【
当
選
者
】

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

町
田　

健
太　
　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

廣
井　

和
昭　
　

さ
ん

　
　
　
（
こ
う
ち
生
協
労
組
）

野
口　

正
晃　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①兄弟姉妹の息子　③厚手の対　⑤豚肉のカツレツ　⑦元素

記号はＡｕ　⑧使いみち　⑩辞典　⑫「知らぬ存ぜぬ」と――

を切る　⑭難局を見事――する。 ――策　⑯いいわけ。

――無用

【タテのカギ】①しばらく――

沙汰がない　②陽気の対　

③躁と――　④彼女との初

めての――の場所は映画

館　⑥世話人。 同窓会の

――　⑧夏のはじめ　⑨め

しべの対　⑪事と――によ

る　⑬大塩平八郎の――　

⑮アウトの対

川
柳
コ
ー
ナ
ー

○父親になり３ヵ月、毎日が学びの連続です。残業で子どもに

会えない時は、本当につらいです。新元号も令和に決まり、こ

のタイミングで、何か新しい、子どもと一緒に楽しめる趣味をは

じめようかなと考えています。 自治労連 （K ・ Ｍ）

○国民栄誉賞を辞退したイチローに比べて、言動がでデタラメ

な自民党議員の雑なこと！官房長官の表情がますます間の抜け

た顔に見えるんですかど…。 自治労連 （Ｓ ・Ｙ）

○先日、 経団連の会長が終身雇用守れぬ発言がありました

が、 終身雇用制度が崩壊したら、 安心して人生設計ができな

くなるのでは？。 自治労連 （Ｋ ・ Ｔ）

○ 「元号の秘密」 を読み、 勉強になりました。 新しい元号が

平和な年になるといいなぁと改めて思ったことでした。自治労連

（Ｍ ・ Ｈ）

○元号の秘密は、とても参考になりました。こうち生協労組（Ｋ・

Ｈ）

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

沢山の投稿をお待ちしています

ま
る
山
に
い
し
ん
が
沈
め
ば
よ
が
明
け
る

投
票
で
変
わ
る
現
実
１
票
か
ら

カギを解き二重枠の文字を

並べてできる言葉は？

除
名
で
人
心
い
っ
し
ん
許
さ
ず

　

原水爆禁止四国大会ｉｎ愛媛

【日  程】　2019年6月15日～16日

【場  所】　愛媛県男女共同参画センター

【講  師】　土田　弥生さん(日本原水協)

バスを出してツアーを組む予定になっておりますので、

参加費等については、高知原水協へお問合せください

国民大運動実行委員会2019 年度総会

【日  程】　2019年5月25日(土)14:00～

【場  所】　高知城ホール2階

【講  師】　梶川　憲さん(京都総評議長)

【内  容】　「京都市長選挙、京都府知事選挙の闘い

　　　　　　　　　　　　　　　と教訓に学ぶ」

ノ
リ
ノ
リ
の
卒
業
公
演
指
原
さ
ん

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（高
橋
狸
）

コ
ナ
ン
く
ん
１
０
連
休
は
休
み
な
し

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（ち
ち
け
ん
君
）

　 

５
月
１
２
日
、
高
知
市
６
か
所

で
国
民
平
和
大
行
進
の
網
の
目

平
和
行
進
・
高
知
市
網
の
目
行
進
を
実
施

行
進
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
集

結
集
会
の
場
と
な
っ
た
丸
の
内

緑
地
に
は
１
３
０
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
集
会
で
は
、
民
青
同
盟
、
新

婦
人
、
民
医
連
か
ら
平
和
への

想
い
な
ど
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

網
の
目
行
進
中
に
は
、
升
形
で

民
医
連
の
ピ
ー
ス
ラ
ン
の
メ
ン
バ
ー

へエ
ー
ル
を
送
り
な
が
ら
、
宣
伝

も
行
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
が
開
催
さ
れ
る
節
目
の
年
と

な
り
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
の

前
進
が
重
要
と
な
り
ま
す
。


